
　    2022年度 上期： 組織到達と事業状況の報告
2022年度上期は　組合員が1,367人増加し、16万3,429人になりました。年間目標の235.7％です。

（注1）本部組合員数については、住所不明組合員などです。
（注2）世帯数は、山形県「山形県の人口と世帯数（推計）」の「市町村別人口と世帯数（2022年3月1日）」によります。
（注3）出資金については、各金額について万円未満を切り捨てて表示しています。よって各生協の合計額と共立社合計欄の金額は一致しません。

お問い合わせ
共立社コールセンター 0120-916-244

共立社合計 鶴岡生協 新庄生協 北村山生協 山形生協 天童生協 酒田生協 南陽生協 寒河江生協 西置賜生協 コープよねざわ 本部、その他

組 

合 

員 

数

純増年間計画（人） 580 50 20 50 150 50 100 50 40 50 20 −
到達（人） 1,367 241 99 112 430 90 228 56 75 31 70 △65
到達率 235.7% 482.0% 495.0% 224.0% 286.7% 180.0% 228.0% 112.0% 187.5% 62.0% 350.0% −
到達
組合員数（人） 163,429 39,451 8,344 7,360 48,567 5,081 24,649 6,041 4,851 5,679 4,485 8,921

世帯数 401,544 55,001 24,676 31,219 122,566 22,929 44,161 22,779 26,150 18,603 33,460 −
組織率 40.7% 71.7% 33.8% 23.6% 39.6% 22.2% 55.8% 26.5% 18.6% 30.5% 13.4% −

出

　資

　金

純増年間
計画（円） 1億4,800万 3,000万 500万 600万 5,000万 1,500万 2,000万 500万 500万 800万 400万 −

到達（円） 1億7,487万 3,759万 956万 1,223万 4,480万 1,160万 2,416万 951万 776万 575万 495万 696万
到達率 118.2% 125.3% 191.3% 203.9% 89.6% 77.4% 120.8% 190.2% 155.1% 71.9% 123.7% −
到達
出資金（円）42億5,048万 11億0,620万 3億1,975万 3億3,600万 10億2,254万 2億8,273万 5億4,476万 2億2,516万 1億8,189万 1億4,536万 7,364万 1,246万

平均
出資金（円） 26,008 28,040 38,320 45,653 21,054 55,644 22,101 37,271 37,495 25,596 16,418 1,396

積
立
増
資
者

参加者（純増）
目標（人） 730 70 30 60 350 30 50 40 50 20 30 −

到達（人） 909 80 25 76 254 61 85 109 92 50 78 △1
年間計画差 179 10 △5 16 △96 31 35 69 42 30 48 −

⑴　上期は1,367人の新しい組合員を迎えることが出来ました。加入さ
れた組合員から『重くてかさばるペットボトルなどの配達、本当に
助かります。』、『車の運転が出来ないので、アイスクリーム類が
冷たいままでおいしく食べられるのは嬉しいです。宅配に助けられ
ています。』との嬉しいお声を頂いています。

⑵　出資金は1億7,487万円の増加となりました。また、今年度も出資金
の大切さを伝え、「誰もがめざす出資金5万円」を目標に、「積立増資」
の取り組みに力を入れ、新たに909人の組合員と積立増資額の増額
への協力に1,342人の組合員が積立増資に参加いただきました。
引き続き、より多くの組合員からの出資金の増資活動にご協力を
お願いいたします。

2022年度総代通信
生活協同組合共立社

〒997−8588 
山形県鶴岡市宝田一丁目3−23
0235（22）5110
https://www.
yamagata.coop

損益計算書　自2022年３月21日　　至2022年9月20日� （単位：円）
実　績 予　算 前　年 予算比

供給高 106億2,685万 103億1,460万 103億5,578万 103.0%
供給剰余金 28億9,136万 28億1,939万 28億2,643万 102.6%
その他事業収入 2億2,012万 2億2,325万 2億1,950万 98.6%
事業総剰余金 31億1,149万 30億4,265万 30億4,592万 102.3%
事業経費合計 28億4,513万 28億6,987万 28億2,363万 99.1%
人件費 13億4,591万 13億8,220万 13億6,536万 97.4%
物件費 14億9,922万 14億8,767万 14億5,827万 100.8%
事業剰余金 2億6,635万 1億7,278万 2億2,229万 154.2%
事業外収益 4,380万 5,301万 4,804万 82.6%
事業外費用 454万 196万 530万 231.8%
経常剰余金 3億　562万 2億2,383万 2億6,503万 136.5%
特別収支 △155万 − 23万 −
当期剰余金 3億　407万 2億2,383万 2億6,526万 135.8%

⑴　供給高は、予算比103.0％、前年比102.6％と予算を達成しました。セ
ンター事業で予算比102.8％、前年比102.9％、宅配事業で予算比101.9％、
前年比101.9％となりました。サービス事業では葬祭事業で利用が大
きく伸長し、予算比101.8％、前年比112.0％となりました。再生可能
エネルギーの普及に取り組んでいる電気小売り事業の利用額は、電気
料金の値上がりによって増加し、6,023万円となりました。移動店舗
（せいきょう便）は車両の増車を行い、前年より利用者は5,898人の増加、
前年比119.5%、供給高は、前年比122.3%と大きく増加となりました。
お買い物のお役立ちを進めて来ました。

⑵　事業経費の人件費と物件費では、予算比99.1％と予算内の執行となっ
ています。

組織の到達点

事業・財務の特徴

　生協はより良いくらしを実現するため、組合員自らが出資・利用・運営する
組織です。出資金は商品の仕入れから設備投資等、運営の資金として「生協を
支える力」となります。ぜひ、増資の取り組みにご協力をお願いします。

【増資の方法】
①積立増資	 お申込みいただくと毎月一定の金額（１口500円から）が、口座

振替されます。
②OCR増資	宅配OCR注文用紙の「増資申し込み欄」にて、数量1で500円の

増資となります。
③レジ増資	 くらしのセンターでお買い物の際に、お申し出金額を増資できます。

増資へのご協力を
おねがいします！

※数値は万円未満を切り捨てしています。　※特別収支は固定資産の除却損によるものです。

⑶　経常剰余金は、3億562万円と予算より8,178万円の
超過達成、前年より4,058万円の増加となりました。

⑷　純資産（組合員資本）は、前年の9月よりも5億
4,799万円の増加となっています。

～ともにつくる　持続可能な未来～

4月

5月

6月

8月

9月

7月
■「ユニセフ・ウクライナ緊急募金」取り組み開始
■宅配の仕組みを使ったフードドライブ(4月4週)
■日本生協連「ピースアクションinオキナワ on-line」学習講演会
■くらしのセンター営業時間の変更

■第1回「班長・組合員のつどい（おうちでつどい STAY HOME）」
■第1回産直交流会：銀山アスパラ＆まるひろ園芸出荷組合
■新・精肉加工・日配センター地鎮祭

■各地域　組合員集会＆共立社通常総代会議案説明会
■山形生協「米つくり隊」・鶴岡生協「米づくり体験交流会」田植え
■「ALPS処理水海洋放出反対署名」取り組み

■各地域の平和のつどい＆原爆展
■8月4～5日/7～8日：日本生協連「ピースアクションin
　ヒロシマ・ナガサキon-line」
■大谷果樹組合目ぞろえ会
■「2022年8月大雨災害支援募金」への取り組み

■第43回共立社通常総代会

■各種分野別委員会開催
■「おうちでコープ・秋」
■「ユニセフ・東ティモール指定募金」取り組み開始

宅配の仕組みを使ったフードドライブ（4月4週）に取り組み、寄贈された商品は各地域理事会で相談し、
地域の社会福祉協議会などへ贈呈しました。5月30日、天童生協で天童市社会福祉協議会に贈呈。

老朽化した精肉・日配センターの新築・移設に向けて、7月18日に地鎮祭を行いました。

5月28日、山形生協「米つくり隊」では村木沢あじさい営農組合さんの田んぼをお借りして、田植え
を行いました。

今年度もヒロシマ平和行動への派遣は見送られましたが、各地域で「平和のつどい」や「原爆展」などが開
催されました。8月4日鶴岡生協では、鶴岡市在住の広島の被爆者三浦さんの被爆体験お聞きしました。

「第43回共立社通常総代会」も必要最小限の人数で、6月16日、やまぎん県民ホールを会場に開
催しました。今期は理事・監事の改選が行われました。

9月22日、大谷果樹組合の援農交流会“葉摘み”作業が行われ、組合員・職員あわせて18名が参加
しました。
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食
の
安
全
学
習
会

●
「
食
品
の
安
全
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
」
学
習
会
が
5
か

所
・「
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
」

学
習
会
が
2
か
所
の
こ
～

ぷ
委
員
会
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

商
品
活
動

●
日
本
生
協
連
主
催
「
ラ

ブ
コ
ー
プ
オ
ン
ラ
イ
ン
工

場
見
学
」
が
行
わ
れ
（「
キ

ン
レ
イ
㈱
」
5
／
19
・「
ナ

リ
ス
化
粧
品
㈱
」
8
／

4
・「
㈱
マ
ル
サ
ン
ア
イ
」

9
／
14
）、
各
地
域
で
視

聴
学
習
し
ま
し
た
。

●
各
地
域
の
こ
～
ぷ
委
員

会
、
商
品
委
員
会
、
共
同

購
入
（
宅
配
）
委
員
会
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
活
用

し
、
商
品
や
生
協
事
業
に

関
す
る
学
習
が
多
く
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。

●
よ
ね
ざ
わ
地
域
で
は
、

新
た
に
商
品
活
動
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

●
第
1
回
商
品
活
動
委
員

会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し

（
8
／
31
）、
委
員
・
理
事

19
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

交
流
の
他
、
大
塚
製
薬
の

「
栄
養
・
免
疫
に
つ
い
て
」

学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

産
直
活
動

●
第
1
回
産
直
交
流
会

（
虹
の
農
場
銀
山
ア
ス
パ

ラ
・
ま
る
ひ
ろ
園
芸
出
荷

組
合
）
に
は
、
組
合
員
・

職
員
28
名
が
参
加
し
ま
し

た
（
7
／
20
）。

●
第
2
回
産
直
交
流
会

（
松
浦
園
芸
）
に
は
、
組

合
員
・
職
員
19
名
が
参
加

し
ま
し
た
（
8
／
10
）。

●
第
3
回
産
直
交
流
会

（
大
谷
果
樹
組
合
）
に
は
、

組
合
員
・
職
員
27
名
が
参

加
し
、
併
せ
て
行
わ
れ
た

目
ぞ
ろ
え
会
で
は
今
年
の

出
荷
基
準
を
確
認
し
ま
し

た
（
8
／
23
）。
大
谷
果

樹
組
合
へ
の
援
農
交
流
会

は
、
摘
果
作
業
22
名
（
6

／
9
）、
葉
摘
み
作
業
18

名
（
9
／
22
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

●
第
4
回
産
直
交
流
会

（
泉
菜
㈱
）
に
は
、
組
合

員
・
職
員
13
名
が
参
加
し

ま
し
た
（
9
／
7
）。

子
育
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・
食
育
活
動

●
鶴
岡
・
酒
田
地
域
の

「
第
34
回
米
作
り
体
験
交

流
会
」
は
、「
田
植
え
」

に
11
家
族
23
名
（
5
／

14
）、「
生
き
物
観
察
・
除

草
」
に
5
家
族
12
名
（
6

こ
～
ぷ
委
員
会
活
動

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
予
防
染
対
策
と
活
動
の

両
立
を
目
指
し
、
活
動
内

容
の
制
限
は
あ
り
ま
し
た

が
、
全
地
域
で
中
止
す
る

こ
と
な
く
活
動
し
ま
し
た
。

●
西
置
賜
地
域
「
ひ
な
た

こ
～
ぷ
委
員
会
」（
4
月
）・

酒
田
地
域
「
た
ん
ぽ
ぽ
こ

～
ぷ
委
員
会
」（
7
月
）・

寒
河
江
地
域
「
た
か
ま
つ

こ
～
ぷ
委
員
会
」（
7
月
）

の
3
つ
の
こ
～
ぷ
委
員
会

が
新
た
に
立
ち
上
が
り
、

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
班
長
・
組
合
員
の
つ
ど

い
」・
お
う
ち
で
つ
ど
い

●
第
1
回
「
班
長
・
組
合

員
の
つ
ど
い
」（
7
/
1

～
8
/
12
）
に
取
り
組
み
、

個
人
参
加
の
「
お
う
ち
で

つ
ど
い
」
は
4
2
1
件
・

こ
～
ぷ
委
員
会
や
地
域
理

事
会
主
催
の
会
場
開
催
は

87
か
所
6
2
2
件
　
合
計

1
，0
4
3
件
の
参
加
実

績
と
な
り
ま
し
た
。

●
統
一
資
料
で
は
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
が
お
こ
な
わ
れ
る
中
、

各
界
か
ら
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
掲
載
し
、
土
田
文
子

弁
護
士
の
憲
法
九
条
の
テ

ー
マ
に
多
く
の
反
響
が
あ

り
ま
し
た
。

●
試
供
品
は
、
子
育
て
世

代
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

離
乳
食
や
乳
児
食
の「
コ

ー
プ
き
ら
き
ら
ス
テ
ッ
プ

＆
キ
ッ
ズ
」
の
商
品
を
紹

介
し
ま
し
た
。

《
下
期
の
課
題
》

◇「
お
う
ち
で
コ
ー
プ
秋
」

（
9
～
10
月
）、「
第
2
回

班
長
・
組
合
員
の
つ
ど
い

（
お
う
ち
で
コ
ー
プ

S
T
A
Y
　
H
O
M
E
）」

に
取
り
組
み
、
新
た
な
層

の
参
加
を
広
げ
ま
す
。

広
報
活
動

●
広
報
誌
「
い
っ
し
ょ
に

C
O
O
P
」
6
月
号
に
掲

平
和
活
動

●
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
受
け
、
上
期
の
平

和
募
金
に
替
え
て
「
ユ
ニ

セ
フ
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
緊
急

募
金
」
に
取
り
組
み
ま
し

た
（
9
／
20
現
在
宅
配

O
C
R
募
金
：
6
2
2
万

6
，0
0
0
円
）。
2
月
度

ま
で
延
長
し
ま
す
。

●
「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な

い
全
国
署
名
」
に
取
り
組

み
（
3
月
～
5
月
末
）、

2
，
7
2
0
筆
（
目
標
5
，

0
0
0
筆
・
達
成
率
54

％
）
の
実
績
と
な
り
、

「
9
条
改
憲
N
O
！
全
国

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
」
に
送

り
ま
し
た
。

●
「
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン

in
オ
キ
ナ
ワ
　
第
39
回
沖

縄
戦
跡
・
基
地
め
ぐ
り
」

（
3
／
25
）
が
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
、
県
内
10
地

域
で
組
合
員
・
職
員
併
せ

セ
ン
タ
ー
事
業

●
毎
月
第
4
日
曜
日
に
全

セ
ン
タ
ー
で
「
山
形
フ
ェ

ア
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
情
勢
の
変
化
へ
の
対
応
、

労
働
環
境
の
改
善
を
目
的

に
、
営
業
時
間
の
変
更
を

実
施
し
ま
し
た
。

●
老
朽
化
し
た
精
肉
加

工
・
日
配
セ
ン
タ
ー
の
新

築
・
移
設
に
向
け
て
地
鎮

祭
を
行
い
（
7
／
18
）
工

事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

●
下
期
よ
り
、
毎
月
第
4

日
曜
日
の
コ
ー
プ
ペ
イ
デ

ー
の
実
施
、
1
日
・
15
日

の
T
V
C
M
を
開
始
し
て

い
ま
す
。宅

配
事
業

●
宅
配
事
業
を
お
知

ら
せ
す
る
P
R
動
画

（
Y
o
u
T
u
b
e
）
を

作
成
し
ま
し
た
。

●
「
重
点
課
題
」
の
お
知

ら
せ
活
動
を
上
期
で
3
回

実
施
し
ま
し
た
。
4
月
に

取
り
組
ん
だ
ヨ
コ
ミ
ゾ
の

香
港
ギ
ョ
ー
ザ
は
全
支
部

が
予
算
達
成
し
過
去
最
高

実
績
と
な
り
ま
し
た
。

●
組
合
員
の
利
便
性
向
上

の
た
め
、「
＠
あ
っ
と
コ

ー
プ
」
の
お
知
ら
せ
を
積

極
的
に
行
い
ま
す
。

共
済
事
業

●
非
対
面
・
非
接
触
・
時

間
に
と
ら
わ
れ
な
い
加
入

手
続
き
の
要
望
に
応
え
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
共
済
加
入
で
き
る
仕
組

み
を
導
入
し
ま
し
た
。

●
2
0
2
1
年
度
上
期
は
、

3
，6
2
4
件
／
1
億
9
，

1
4
1
万
円
の
共
済
金
が

お
支
払
い
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

●
上
期
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
へ
の
入
電
総
数
は
5
万

3
，3
8
9
件
、
応
答
数

4
万
8
，6
8
1
件
で
応

答
率
は
91
・
2
％
で
し
た
。

●
「
組
合
員
の
声
改
善
委

員
会
」
を
上
期
で
6
回
開

催
し
、
各
事
業
所
か
ら
78

件
の
改
善
事
例
の
報
告
、
6

件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

て
34
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
北
村
山
地
域
で
は
、
土
田

文
子
弁
護
士
を
講
師
に

「
北
村
山
平
和
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
（
4
／
30
）、

57
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
「
2
0
2
2
ピ
ー
ス
ア

ク
シ
ョ
ン
in
ヒ
ロ
シ
マ
・

ナ
ガ
サ
キ
」
が
オ
ン
ラ
イ

ン
開
催
さ
れ
（
8
／
4
・

5
、
8
／
7
・
8
）、
延

べ
1
0
0
名
が
視
聴
し
ま

し
た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
子

ど
も
平
和
会
議
」
に
は
、

南
陽
生
協
の
色
摩
樹
史
さ

ん
（
小
6
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

●
各
地
域
で
夏
の
平
和
展

や
原
爆
展
を
開
催
し
、
多

彩
な
平
和
企
画
が
取
り
組

ま
れ
ま
し
た
。

《
下
期
の
課
題
》

◇
「
ユ
ニ
セ
フ
　
東
テ
ィ

モ
ー
ル
指
定
募
金
」
に
取

り
組
み
ま
す
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
・

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

●
宅
配
の
仕
組
み
を
使
っ

た
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
4

月
4
週
に
実
施
し
、
全
体

で
6
4
0
名
／
1
，

7
1
8
個
の
ご
協
力
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
ご
協
力

い
た
だ
い
た
商
品
は
、
地

域
の
社
会
福
祉
協
議
会

（
11
）、
地
域
食
堂
（
1
）、

大
学
（
2
）
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

●
山
形
地
域
で
は
3
セ
ン

タ
ー
で
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

に
取
り
組
み
（
4
月
）、

4
8
1
個
の
協
力
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
山
形
大

学
小
白
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で

「
山
大
生
応
援
　
元
気

1
0
0
倍
！
応
援
パ
ン
ト

リ
ー
」
を
開
催
し
（
7
／

28
）、
3
2
2
名
の
学
生

に
商
品
を
お
渡
し
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

●
酒
田
地
域
で
は
、
こ
ぴ

あ
コ
ー
プ
酒
田
で
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
（
9
／
3
）

に
取
り
組
み
、
1
4
5
個

の
商
品
の
寄
付
が
あ
り
、

当
日
、
酒
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。

●
コ
ー
プ
フ
ー
ド
バ
ン
ク

個
人
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、

1
3
3
名
1
8
6
口
（
9

／
20
現
在
）、
賛
同
募
金

（
宅
配
O
C
R
）
は
、
9

月
度
で
1
万
6
，
8
0
0

円
（
累
計
26
万
6
，

9
0
0
円
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

《
下
期
の
課
題
》

◇
宅
配
の
仕
組
み
を
使
っ

た
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」

に
下
期
も
取
り
組
み
ま
す
。

葬
祭
事
業

●
庄
内
地
域
で
は
、
複
数

の
こ
～
ぷ
委
員
会
等
で
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
。

介
護
福
祉
事
業

●
内
陸
で
の
認
知
度
を
向

居
場
所
づ
く
り

●
感
染
拡
大
防
止
に
よ
り

休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、

5
月
以
降
再
開
す
る
地
域

が
増
え
ま
し
た
。

●
西
置
賜
地
域
で
は
、
新

た
な
居
場
所
と
し
て
「
百

歳
体
操
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

●
山
形
地
域
で
は
、「
み

20222022年度年度  
上期上期のの到達到達とと活動報告活動報告

　
組
織
の
到
達
と
し
て
は
、組
合
員
数

1
6
3
，4
2
9
人
で
純
増
1
，3
6
7

人
で
し
た
。純
増
数
は
前
年
上
期
よ
り
や

や
落
と
し
て
い
ま
す
。欠
員
や
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
宅
配
の
仲
間
づ
く
り
の
体
制
が

十
分
取
れ
ず
、計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ

た
こ
と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。出
資
金
は

42
億
5
，0
4
8
万
円
、純
増
1
億
7
，

4
8
7
千
円
で
し
た
。ほ
ぼ
前
年
上
期
並

み
の
純
増
で
す
。2
0
1
9
年
度
決
算
で

累
積
赤
字
を
解
消
で
き
安
定
的
に
出
資

配
当
が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、

宅
配
を
中
心
と
し
た
「
積
み
立
て
増
資
」

の
お
す
す
め
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
で
、

継
続
し
て
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
上
期
の
事
業
状
況
と
し
て
は
、山
形
県

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
自
宅
療
養
者
へ

の
支
援
物
資
の
供
給
が
急
増
し
た
分
が
、

供
給
高
や
経
常
剰
余
金
の
予
算
超
過
分

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
を
除
く
と
ほ
ぼ

予
算
並
み
の
進
行
で
す
。商
品
の
仕
入
れ

価
格
や
加
工
品
の
原
材
料
費
の
値
上
げ

が
本
格
化
し
て
お
り
、供
給
価
格
へ
の
反

映
が
G
P
率
や
利
用
点
数
の
低
下
に
影

響
し
て
い
ま
す
。連
休
や
お
盆
の
帰
省
者

が
増
加
し
て
お
り
、そ
の
分
が
利
用
者
数

に
反
映
し
て
い
ま
す
。職
員
の
コ
ロ
ナ
感

染
者
数
も
増
え
た
こ
と
で
一
時
的
に
体

制
不
足
に
な
り
、事
業
運
営
に
影
響
し
た

事
業
所
も
あ
り
ま
し
た
。

　
組
合
員
活
動
は
、コ
ロ
ナ
感
染
者
数
の

拡
大
に
よ
る
活
動
制
限
は
あ
り
ま
し
た

が
、感
染
予
防
対
策
の
徹
底
は
継
続
し
な

が
ら
も
前
年
度
に
比
べ
れ
ば
「
集
ま
る
」

活
動
が
少
し
ず
つ
増
え
ま
し
た
。オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
組
合
員
活
動
も
、工
夫
を
重
ね

な
が
ら
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「いつまでも住みつづけられるまちづくりを「いつまでも住みつづけられるまちづくりを
　　　　　　　　　協同の力で実現しよう」　　　　　　　　　協同の力で実現しよう」

▲鶴岡地域では、平和のつどいで鶴岡在住の被爆者　三浦恒祺さんの油絵と、キッズゲルニカも展示

▲酒田地域に新たに立ち上がった“たんぽぽこ～ぷ委員会”

載
し
た
、「
お
う
ち
で
コ

ー
プ
」に
寄
せ
ら
れ
た“
節

約
の
工
夫
”
に
は
、
組
合

員
か
ら
の
感
想
が
多
く
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

▲酒田地域ではフードドライブ商品を酒田市社協へ贈呈

▲宅配PR動画

▲南陽地域の商品活動委員会では、
　「家庭の便利グッズ」を利用してみました

▲まるひろ園芸出荷組合との産直交流会▲山形地域の「みんなの食堂」テイクアウト

1．多様な年代と生活スタイルの組合員が参加できる組合員活動と、より多くの組合員の声が反映される運営参加の場を広
げます

2．地域社会の一員として行政や諸団体と連携しながら、「SDGs」が掲げる「誰一人取り残さない地域社会」と「いつまでも
住みつづけられるまちづくり」を目指します

3．「安全安心」な商品を利用したい、健康的な食生活を送りたいという組合員の願いを実現する事業と活動を進めます。生産者と
組合員の信頼関係を深め、産直と地産地消を広げます

4．組合員一人ひとりのライフステージごとに変化するニーズに応え、事業を充実させ広げることで、いつでも頼りになる生協を
目指します。また、水道や電気のように生活に必要な基盤として認められ、組合員の身近な存在としての生協を目指します

5．組合員の生活様式や社会環境の変化に対応しながら、事業を進めます。また、効率的な事業運営のための投資も進めます

2
0
2
2
年
度

基
本
方
針

／
11
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

4
月
の
種
ま
き
作
業
、
7

月
の
「
追
肥
作
業
」
は
感

染
拡
大
の
影
響
で
中
止
し

ま
し
た
。

●
山
形
地
域
の
「
米
つ
く

り
隊
」
は
、「
田
植
え
＆

バ
ケ
ツ
稲
」
に
9
組
24
名

（
5
／
28
）、「
生
き
物
観

察
」
に
6
組
17
名
（
6
／

25
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
南
陽
地
域
で
は
、
山
形

お
き
た
ま
産
直
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
「
ブ
ル
ー
ベ
リ

ー
収
穫
体
験
」
を
開
催
し

（
7
／
2
～
20
）、
期
間
中
、

置
賜
3
地
域
を
中
心
に
の

べ
1
6
4
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

●
よ
ね
ざ
わ
地
域
の
「
い

も
っ
こ
フ
ァ
～
ム
」
に
は

3
家
族
10
名
が
参
加
し
、

種
芋
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
ま
で
を
体
験
し
ま
し
た
。

ん
な
の
食
堂
」
を
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
方
式
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

震
災
復
興
・
災
害
支
援

●
西
置
賜
地
域
で
み
や
ぎ

生
協
・
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま

の
宍
戸
義
広
ふ
く
し
ま
県

本
部
長
を
講
師
に
「
ア
ル

プ
ス
（
A
L
P
S
）
処
理

水
学
習
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

●
8
月
上
旬
の
記
録
的
豪

雨
に
よ
る
被
害
に
対
し
て

「
8
月
大
雨
災
害
支
援
募

金
」
を
開
始
し
ま
し
た

（
9
／
20
現
在
宅
配

O
C
R
募
金
1
1
0
万
8
，

4
0
0
円
）。

S
D
G
s
達
成
へ

●
こ
～
ぷ
委
員
会
を
中
心

に
S
D
G
s（「
S
D
G
s

す
ご
ろ
く
」「
ご
み
拾
い
」

「
カ
ゴ
バ
ッ
ク
作
り
」）
や

防
災（「
防
災
学
習
会
」「
防

災
食
作
り
」「
防
災
頭
巾

づ
く
り
」）
を
テ
ー
マ
に

し
た
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

●
く
ら
し
の
セ
ン
タ
ー
で

は
、
買
い
物
袋
や
マ
イ
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
持
参
率
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

上
さ
せ
る
た
め
の
周
知
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

●
福
祉
用
具
販
売
で
は
、

特
定
8
件
、
一
般
22
件
の

供
給
。
一
般
レ
ン
タ
ル
は

61
件
、
住
宅
改
修
は
2
件

の
対
応
で
し
た
。

●
医
療
生
協
や
ま
が
た
の

通
所
リ
ハ
ビ
リ
や
入
居
施

設
等
関
連
事
業
所
へ
、
中

古
の
手
す
り
や
車
椅
子
、

ベ
ッ
ド
用
テ
ー
ブ
ル
の
販

売
を
し
て
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。

大谷果樹組合とは、来年

産直提携50周年です！



　    2022年度 上期： 組織到達と事業状況の報告
2022年度上期は　組合員が1,367人増加し、16万3,429人になりました。年間目標の235.7％です。

（注1）本部組合員数については、住所不明組合員などです。
（注2）世帯数は、山形県「山形県の人口と世帯数（推計）」の「市町村別人口と世帯数（2022年3月1日）」によります。
（注3）出資金については、各金額について万円未満を切り捨てて表示しています。よって各生協の合計額と共立社合計欄の金額は一致しません。

お問い合わせ
共立社コールセンター 0120-916-244

共立社合計 鶴岡生協 新庄生協 北村山生協 山形生協 天童生協 酒田生協 南陽生協 寒河江生協 西置賜生協 コープよねざわ 本部、その他

組 

合 

員 

数

純増年間計画（人） 580 50 20 50 150 50 100 50 40 50 20 −
到達（人） 1,367 241 99 112 430 90 228 56 75 31 70 △65
到達率 235.7% 482.0% 495.0% 224.0% 286.7% 180.0% 228.0% 112.0% 187.5% 62.0% 350.0% −
到達
組合員数（人） 163,429 39,451 8,344 7,360 48,567 5,081 24,649 6,041 4,851 5,679 4,485 8,921

世帯数 401,544 55,001 24,676 31,219 122,566 22,929 44,161 22,779 26,150 18,603 33,460 −
組織率 40.7% 71.7% 33.8% 23.6% 39.6% 22.2% 55.8% 26.5% 18.6% 30.5% 13.4% −

出

　資

　金

純増年間
計画（円） 1億4,800万 3,000万 500万 600万 5,000万 1,500万 2,000万 500万 500万 800万 400万 −

到達（円） 1億7,487万 3,759万 956万 1,223万 4,480万 1,160万 2,416万 951万 776万 575万 495万 696万
到達率 118.2% 125.3% 191.3% 203.9% 89.6% 77.4% 120.8% 190.2% 155.1% 71.9% 123.7% −
到達
出資金（円）42億5,048万 11億0,620万 3億1,975万 3億3,600万 10億2,254万 2億8,273万 5億4,476万 2億2,516万 1億8,189万 1億4,536万 7,364万 1,246万

平均
出資金（円） 26,008 28,040 38,320 45,653 21,054 55,644 22,101 37,271 37,495 25,596 16,418 1,396

積
立
増
資
者

参加者（純増）
目標（人） 730 70 30 60 350 30 50 40 50 20 30 −

到達（人） 909 80 25 76 254 61 85 109 92 50 78 △1
年間計画差 179 10 △5 16 △96 31 35 69 42 30 48 −

⑴　上期は1,367人の新しい組合員を迎えることが出来ました。加入さ
れた組合員から『重くてかさばるペットボトルなどの配達、本当に
助かります。』、『車の運転が出来ないので、アイスクリーム類が
冷たいままでおいしく食べられるのは嬉しいです。宅配に助けられ
ています。』との嬉しいお声を頂いています。

⑵　出資金は1億7,487万円の増加となりました。また、今年度も出資金
の大切さを伝え、「誰もがめざす出資金5万円」を目標に、「積立増資」
の取り組みに力を入れ、新たに909人の組合員と積立増資額の増額
への協力に1,342人の組合員が積立増資に参加いただきました。
引き続き、より多くの組合員からの出資金の増資活動にご協力を
お願いいたします。

2022年度総代通信
生活協同組合共立社

〒997−8588 
山形県鶴岡市宝田一丁目3−23
0235（22）5110
https://www.
yamagata.coop

損益計算書　自2022年３月21日　　至2022年9月20日� （単位：円）
実　績 予　算 前　年 予算比

供給高 106億2,685万 103億1,460万 103億5,578万 103.0%
供給剰余金 28億9,136万 28億1,939万 28億2,643万 102.6%
その他事業収入 2億2,012万 2億2,325万 2億1,950万 98.6%
事業総剰余金 31億1,149万 30億4,265万 30億4,592万 102.3%
事業経費合計 28億4,513万 28億6,987万 28億2,363万 99.1%
人件費 13億4,591万 13億8,220万 13億6,536万 97.4%
物件費 14億9,922万 14億8,767万 14億5,827万 100.8%
事業剰余金 2億6,635万 1億7,278万 2億2,229万 154.2%
事業外収益 4,380万 5,301万 4,804万 82.6%
事業外費用 454万 196万 530万 231.8%
経常剰余金 3億　562万 2億2,383万 2億6,503万 136.5%
特別収支 △155万 − 23万 −
当期剰余金 3億　407万 2億2,383万 2億6,526万 135.8%

⑴　供給高は、予算比103.0％、前年比102.6％と予算を達成しました。セ
ンター事業で予算比102.8％、前年比102.9％、宅配事業で予算比101.9％、
前年比101.9％となりました。サービス事業では葬祭事業で利用が大
きく伸長し、予算比101.8％、前年比112.0％となりました。再生可能
エネルギーの普及に取り組んでいる電気小売り事業の利用額は、電気
料金の値上がりによって増加し、6,023万円となりました。移動店舗
（せいきょう便）は車両の増車を行い、前年より利用者は5,898人の増加、
前年比119.5%、供給高は、前年比122.3%と大きく増加となりました。
お買い物のお役立ちを進めて来ました。

⑵　事業経費の人件費と物件費では、予算比99.1％と予算内の執行となっ
ています。

組織の到達点

事業・財務の特徴

　生協はより良いくらしを実現するため、組合員自らが出資・利用・運営する
組織です。出資金は商品の仕入れから設備投資等、運営の資金として「生協を
支える力」となります。ぜひ、増資の取り組みにご協力をお願いします。

【増資の方法】
①積立増資	 お申込みいただくと毎月一定の金額（１口500円から）が、口座

振替されます。
②OCR増資	宅配OCR注文用紙の「増資申し込み欄」にて、数量1で500円の

増資となります。
③レジ増資	 くらしのセンターでお買い物の際に、お申し出金額を増資できます。

増資へのご協力を
おねがいします！

※数値は万円未満を切り捨てしています。　※特別収支は固定資産の除却損によるものです。

⑶　経常剰余金は、3億562万円と予算より8,178万円の
超過達成、前年より4,058万円の増加となりました。

⑷　純資産（組合員資本）は、前年の9月よりも5億
4,799万円の増加となっています。

～ともにつくる　持続可能な未来～

4月

5月

6月

8月

9月

7月
■「ユニセフ・ウクライナ緊急募金」取り組み開始
■宅配の仕組みを使ったフードドライブ(4月4週)
■日本生協連「ピースアクションinオキナワ on-line」学習講演会
■くらしのセンター営業時間の変更

■第1回「班長・組合員のつどい（おうちでつどい STAY HOME）」
■第1回産直交流会：銀山アスパラ＆まるひろ園芸出荷組合
■新・精肉加工・日配センター地鎮祭

■各地域　組合員集会＆共立社通常総代会議案説明会
■山形生協「米つくり隊」・鶴岡生協「米づくり体験交流会」田植え
■「ALPS処理水海洋放出反対署名」取り組み

■各地域の平和のつどい＆原爆展
■8月4～5日/7～8日：日本生協連「ピースアクションin
　ヒロシマ・ナガサキon-line」
■大谷果樹組合目ぞろえ会
■「2022年8月大雨災害支援募金」への取り組み

■第43回共立社通常総代会

■各種分野別委員会開催
■「おうちでコープ・秋」
■「ユニセフ・東ティモール指定募金」取り組み開始

宅配の仕組みを使ったフードドライブ（4月4週）に取り組み、寄贈された商品は各地域理事会で相談し、
地域の社会福祉協議会などへ贈呈しました。5月30日、天童生協で天童市社会福祉協議会に贈呈。

老朽化した精肉・日配センターの新築・移設に向けて、7月18日に地鎮祭を行いました。

5月28日、山形生協「米つくり隊」では村木沢あじさい営農組合さんの田んぼをお借りして、田植え
を行いました。

今年度もヒロシマ平和行動への派遣は見送られましたが、各地域で「平和のつどい」や「原爆展」などが開
催されました。8月4日鶴岡生協では、鶴岡市在住の広島の被爆者三浦さんの被爆体験お聞きしました。

「第43回共立社通常総代会」も必要最小限の人数で、6月16日、やまぎん県民ホールを会場に開
催しました。今期は理事・監事の改選が行われました。

9月22日、大谷果樹組合の援農交流会“葉摘み”作業が行われ、組合員・職員あわせて18名が参加
しました。


